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○
総
務
省
令
第
五
号

地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
高
め
る
た
め
の
改
革
の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十

三
年
法
律
第
百
五
号
）
の
一
部
の
施
行
に
伴
い
、
並
び
に
関
係
法
律
及
び
関
係
政
令
の
規
定
に
基
づ
き
、
地
方
債
に
関
す
る
省

令
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
四
年
一
月
二
十
七
日

総
務
大
臣

川
端

達
夫

地
方
債
に
関
す
る
省
令
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

（
地
方
債
に
関
す
る
省
令
の
一
部
改
正
）

第
一
条

地
方
債
に
関
す
る
省
令
（
平
成
十
八
年
総
務
省
令
第
五
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
第
二
号
中
「
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
同
意
等
」
と
い
う
。
）
」
を
削
り
、
「
得
た
地
方
債
」
の
下
に
「
（
法

第
五
条
の
三
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
た
地
方
債
を
含
む
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
を
加
え
、
同
条
第
三
号
中

「
同
意
等
を
」
を
「
同
意
又
は
許
可
を
」
に
改
め
、
「
及
び
借
入
先
の
変
更
に
伴
い
、
支
払
が
外
国
通
貨
か
ら
本
邦
通
貨
に

、
又
は
本
邦
通
貨
か
ら
外
国
通
貨
に
変
更
さ
れ
る
場
合
」
及
び
「
（
地
方
債
の
う
ち
外
国
通
貨
で
支
払
わ
れ
る
も
の
（
以
下
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こ
の
条
に
お
い
て
「
外
貨
地
方
債
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
変
更
す
る
場
合
を
除
く
。
）
」
を
削
り
、
「
同
意
等
に
」
を
「

同
意
若
し
く
は
届
出
又
は
許
可
に
」
に
改
め
、
同
条
第
四
号
中
「
同
意
等
を
」
を
「
同
意
又
は
許
可
を
」
に
改
め
、
「
地
方

債
」
の
下
に
「
（
法
第
五
条
の
三
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
て
発
行
し
た
地
方
債
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て

同
じ
。
）
」
を
加
え
、
「
同
意
等
に
」
を
「
同
意
若
し
く
は
届
出
又
は
許
可
に
」
に
改
め
、
同
条
第
五
号
中
「
同
意
等
」
を

「
同
意
又
は
許
可
」
に
、
「
、
第
一
号
」
を
「
又
は
第
一
号
」
に
改
め
、
「
、
外
貨
地
方
債
の
借
換
え
又
は
外
貨
地
方
債
へ

の
借
換
え
」
を
削
り
、
同
条
第
六
号
及
び
第
九
号
中
「
同
意
等
」
を
「
同
意
又
は
許
可
」
に
改
め
る
。

第
一
条
の
二
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
協
議
不
要
基
準
額
の
算
定
に
用
い
る
地
方
債
）

第
一
条
の
二

令
第
八
条
第
四
号
に
規
定
す
る
総
務
省
令
で
定
め
る
地
方
債
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

公
益
社
団
法
人
若
し
く
は
公
益
財
団
法
人
又
は
一
般
社
団
法
人
若
し
く
は
一
般
財
団
法
人
で
災
害
に
係
る
復
興
事
業

等
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
に
対
す
る
貸
付
け
の
財
源
に
充
て
る
た
め
に
起
こ
す
地
方
債

二

災
害
応
急
事
業
費
、
災
害
復
旧
事
業
費
及
び
災
害
救
助
事
業
費
の
財
源
に
充
て
る
た
め
に
起
こ
す
地
方
債
（
第
七
号

に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）
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三

東
日
本
大
震
災
（
平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
に
発
生
し
た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
及
び
こ
れ
に
伴
う
原
子
力
発

電
所
の
事
故
に
よ
る
災
害
を
い
う
。
）
か
ら
の
復
興
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
東
日
本
大
震
災
復
興
基
本
法
（
平
成

二
十
三
年
法
律
第
七
十
六
号
）
第
二
条
に
定
め
る
基
本
理
念
に
基
づ
き
平
成
二
十
三
年
度
か
ら
平
成
二
十
七
年
度
ま
で

の
間
に
お
い
て
実
施
す
る
施
策
の
う
ち
全
国
的
に
、
か
つ
、
緊
急
に
実
施
す
る
防
災
の
た
め
の
施
策
に
要
す
る
費
用
に

充
て
る
た
め
に
起
こ
す
地
方
債

四

国
の
補
正
予
算
等
に
係
る
事
業
費
の
財
源
に
充
て
る
た
め
に
起
こ
す
地
方
債

五

都
道
府
県
に
あ
っ
て
は
道
府
県
民
税
の
法
人
税
割
及
び
利
子
割
、
法
人
の
行
う
事
業
に
対
す
る
事
業
税
並
び
に
地
方

法
人
特
別
譲
与
税
、
市
町
村
に
あ
っ
て
は
市
町
村
民
税
の
法
人
税
割
及
び
地
方
税
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二

十
六
号
）
第
七
十
一
条
の
二
十
六
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
に
対
し
交
付
す
る
も
の
と
さ
れ
る
利
子
割
に
係
る
交
付
金
の

減
収
額
を
埋
め
る
た
め
に
法
第
五
条
た
だ
し
書
又
は
地
方
法
人
特
別
税
等
に
関
す
る
暫
定
措
置
法
（
平
成
二
十
年
法
律

第
二
十
五
号
）
第
三
十
八
条
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
法
第
三
十
三
条
の
五
の
三
の
規
定
に
基
づ
き
起
こ
す
地

方
債

六

法
第
三
十
三
条
の
五
の
二
の
規
定
に
基
づ
き
起
こ
す
地
方
債
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七

災
害
対
策
基
本
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
二
百
二
十
三
号
）
第
百
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
起
こ
す
地
方
債

八

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
れ
ら
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
総
務
大
臣
が
認
め
る
地
方
債

第
二
条
及
び
第
三
条
第
一
項
中
「
第
十
条
第
三
号
」
を
「
第
十
一
条
第
三
号
」
に
改
め
る
。

第
四
条
中
「
第
十
一
条
第
一
号
」
を
「
第
十
二
条
第
一
号
」
に
改
め
る
。

第
五
条
中
「
第
十
一
条
第
二
号
」
を
「
第
十
二
条
第
二
号
」
に
改
め
る
。

第
六
条
中
「
第
十
一
条
第
三
号
」
を
「
第
十
二
条
第
三
号
」
に
改
め
る
。

第
七
条
中
「
第
十
一
条
第
四
号
」
を
「
第
十
二
条
第
四
号
」
に
改
め
る
。

第
八
条
の
見
出
し
中
「
に
係
る
元
利
償
還
及
び
準
元
利
償
還
金
に
要
す
る
」
を
「
の
元
利
償
還
金
及
び
準
元
利
償
還
金
に

係
る
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
各
号
列
記
以
外
の
部
分
中
「
第
五
条
の
四
第
一
項
第
二
号
」
を
「
第
五
条
の
三
第
四
項
第
一

号
」
に
、
「
に
係
る
元
利
償
還
に
要
す
る
経
費
」
を
「
の
元
利
償
還
金
及
び
準
元
利
償
還
金
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「

の
う
ち
地
方
債
の
元
利
償
還
に
要
す
る
も
の
」
を
削
り
、
同
項
第
三
号
及
び
第
四
号
中
「
の
う
ち
地
方
債
の
元
利
償
還
金
に

相
当
す
る
額
を
基
礎
と
し
て
算
定
さ
れ
た
も
の
」
を
削
り
、
同
条
第
二
項
を
削
る
。

第
九
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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（
一
般
会
計
等
に
含
ま
れ
な
い
特
別
会
計
）

第
九
条

令
第
十
四
条
第
三
号
に
規
定
す
る
総
務
省
令
で
定
め
る
事
業
は
、
老
人
保
健
医
療
事
業
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
、

駐
車
場
事
業
、
交
通
災
害
共
済
事
業
、
公
営
競
技
に
関
す
る
事
業
、
公
立
の
大
学
又
は
公
立
の
大
学
の
医
学
部
若
し
く
は

歯
学
部
に
附
属
す
る
病
院
に
関
す
る
事
業
及
び
有
料
道
路
事
業
と
す
る
。

第
十
条
及
び
第
十
一
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
十
条
及
び
第
十
一
条

削
除

第
十
二
条
中
「
第
十
九
条
第
一
項
第
二
号
」
を
「
第
十
五
条
第
一
項
第
二
号
」
に
改
め
る
。

第
十
三
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
地
方
債
の
届
出
を
要
し
な
い
場
合
）

第
十
三
条

法
第
五
条
の
三
第
六
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
総
務
省
令
で
定
め
る
場
合
は
、
第
一
条
第
一
号
か
ら
第
六
号
ま

で
、
第
八
号
及
び
第
九
号
に
掲
げ
る
場
合
と
す
る
。

第
十
四
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
市
町
村
の
廃
置
分
合
等
が
あ
っ
た
場
合
の
地
方
債
の
元
利
償
還
金
等
の
算
定
方
法
）
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第
十
四
条

当
該
年
度
の
初
日
の
属
す
る
年
の
三
年
前
の
年
の
四
月
一
日
の
属
す
る
年
度
の
中
途
に
お
い
て
市
町
村
（
特
別

区
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
の
廃
置
分
合
又
は
境
界
変
更
（
以
下
「
廃
置
分
合
等
」
と
い
う
。
）
に
よ
り
新
た
に
設
置
さ

れ
、
又
は
境
界
が
変
更
さ
れ
た
市
町
村
に
つ
い
て
は
、
当
該
年
度
の
初
日
の
属
す
る
年
の
四
年
前
の
年
の
四
月
一
日
の
属

す
る
年
度
に
お
け
る
法
第
五
条
の
三
第
四
項
第
一
号
に
規
定
す
る
地
方
債
の
元
利
償
還
金
の
額
及
び
準
元
利
償
還
金
の
額

並
び
に
地
方
債
の
元
利
償
還
金
又
は
準
元
利
償
還
金
の
財
源
に
充
当
す
る
こ
と
の
で
き
る
特
定
の
歳
入
に
相
当
す
る
金
額

（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
地
方
債
の
元
利
償
還
金
の
額
等
」
と
い
う
。
）
の
算
定
方
法
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

る
。

一

廃
置
分
合
に
よ
っ
て
二
以
上
の
市
町
村
の
区
域
を
そ
の
ま
ま
市
町
村
の
区
域
と
し
た
市
町
村
に
つ
い
て
は
、
当
該
廃

置
分
合
前
の
各
市
町
村
の
当
該
年
度
の
初
日
の
属
す
る
年
の
四
年
前
の
年
の
四
月
一
日
の
属
す
る
年
度
の
地
方
債
の
元

利
償
還
金
の
額
等
を
そ
れ
ぞ
れ
合
算
す
る
も
の
と
す
る
。

二

廃
置
分
合
に
よ
っ
て
一
の
市
町
村
の
区
域
を
分
割
し
た
市
町
村
又
は
境
界
変
更
に
よ
っ
て
区
域
を
減
じ
た
市
町
村
に

つ
い
て
は
、
当
該
廃
置
分
合
又
は
境
界
変
更
後
の
当
該
市
町
村
が
当
該
年
度
の
初
日
の
属
す
る
年
の
四
年
前
の
年
の
四

月
一
日
の
属
す
る
年
度
の
末
日
に
存
在
し
て
い
た
も
の
と
み
な
し
、
当
該
廃
置
分
合
又
は
境
界
変
更
の
際
実
質
上
地
方
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債
の
元
利
償
還
金
の
額
等
を
分
割
し
て
承
継
し
た
額
の
割
合
に
応
ず
る
よ
う
に
当
該
年
度
の
初
日
の
属
す
る
年
の
四
年

前
の
年
の
四
月
一
日
の
属
す
る
年
度
の
当
該
廃
置
分
合
又
は
境
界
変
更
前
の
市
町
村
の
地
方
債
の
元
利
償
還
金
の
額
等

を
そ
れ
ぞ
れ
按
分
す
る
も
の
と
す
る
。

あ
ん

三

境
界
変
更
に
よ
っ
て
区
域
を
増
し
た
市
町
村
に
つ
い
て
は
、
当
該
境
界
変
更
前
の
当
該
市
町
村
の
当
該
年
度
の
初
日

の
属
す
る
年
の
四
年
前
の
年
の
四
月
一
日
の
属
す
る
年
度
の
地
方
債
の
元
利
償
還
金
の
額
等
に
、
当
該
境
界
変
更
に
係

る
区
域
を
基
礎
と
す
る
独
立
の
市
町
村
が
当
該
年
度
の
初
日
の
属
す
る
年
の
四
年
前
の
年
の
四
月
一
日
の
属
す
る
年
度

の
末
日
に
存
在
し
て
い
た
も
の
と
み
な
し
、
当
該
境
界
変
更
の
際
実
質
上
地
方
債
の
元
利
償
還
金
の
額
等
を
分
割
し
て

承
継
し
た
額
の
割
合
に
応
ず
る
よ
う
に
当
該
境
界
変
更
に
係
る
市
町
村
の
当
該
年
度
の
初
日
の
属
す
る
年
の
四
年
前
の

年
の
四
月
一
日
の
属
す
る
年
度
の
地
方
債
の
元
利
償
還
金
の
額
等
を
按
分
し
て
得
た
額
を
各
年
度
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
合

算
す
る
も
の
と
す
る
。

２

当
該
年
度
の
前
々
年
度
か
ら
当
該
年
度
ま
で
の
い
ず
れ
か
の
年
度
の
中
途
に
お
い
て
市
町
村
の
廃
置
分
合
等
に
よ
り
新

た
に
設
置
さ
れ
、
又
は
境
界
が
変
更
さ
れ
た
市
町
村
に
つ
い
て
は
、
当
該
年
度
の
初
日
の
属
す
る
年
の
三
年
前
の
年
の
四

月
一
日
の
属
す
る
年
度
以
後
当
該
市
町
村
の
廃
置
分
合
等
の
日
の
属
す
る
年
度
の
前
年
度
ま
で
の
各
年
度
（
以
下
こ
の
項
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に
お
い
て
「
廃
置
分
合
等
年
度
前
ま
で
の
各
年
度
」
と
い
う
。
）
に
お
け
る
地
方
債
の
元
利
償
還
金
の
額
等
の
算
定
方
法

は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一

廃
置
分
合
に
よ
っ
て
二
以
上
の
市
町
村
の
区
域
を
そ
の
ま
ま
市
町
村
の
区
域
と
し
た
市
町
村
に
つ
い
て
は
、
当
該
廃

置
分
合
前
の
各
市
町
村
の
廃
置
分
合
等
年
度
前
ま
で
の
各
年
度
に
係
る
地
方
債
の
元
利
償
還
金
の
額
等
を
各
年
度
ご
と

に
そ
れ
ぞ
れ
合
算
す
る
も
の
と
す
る
。

二

廃
置
分
合
に
よ
っ
て
一
の
市
町
村
の
区
域
を
分
割
し
た
市
町
村
又
は
境
界
変
更
に
よ
っ
て
区
域
を
減
じ
た
市
町
村
に

つ
い
て
は
、
当
該
廃
置
分
合
又
は
境
界
変
更
後
の
当
該
市
町
村
が
廃
置
分
合
等
年
度
前
ま
で
の
各
年
度
の
末
日
に
存
在

し
て
い
た
も
の
と
み
な
し
、
当
該
廃
置
分
合
又
は
境
界
変
更
の
際
実
質
上
地
方
債
の
元
利
償
還
金
の
額
等
を
分
割
し
て

承
継
し
た
額
の
割
合
に
応
ず
る
よ
う
に
当
該
廃
置
分
合
又
は
境
界
変
更
前
の
市
町
村
の
地
方
債
の
元
利
償
還
金
の
額
等

を
各
年
度
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
按
分
す
る
も
の
と
す
る
。

三

境
界
変
更
に
よ
っ
て
区
域
を
増
し
た
市
町
村
に
つ
い
て
は
、
当
該
境
界
変
更
前
の
当
該
市
町
村
の
廃
置
分
合
等
年
度

前
ま
で
の
各
年
度
の
地
方
債
の
元
利
償
還
金
の
額
等
に
、
当
該
境
界
変
更
に
係
る
区
域
を
基
礎
と
す
る
独
立
の
市
町
村

が
廃
置
分
合
等
年
度
前
ま
で
の
各
年
度
の
末
日
に
存
在
し
て
い
た
も
の
と
み
な
し
、
当
該
境
界
変
更
の
際
実
質
上
地
方
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債
の
元
利
償
還
金
の
額
等
を
分
割
し
て
承
継
し
た
額
の
割
合
に
応
ず
る
よ
う
に
当
該
境
界
変
更
に
係
る
市
町
村
の
廃
置

分
合
等
年
度
前
ま
で
の
各
年
度
の
地
方
債
の
元
利
償
還
金
の
額
等
を
按
分
し
て
得
た
額
を
各
年
度
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
合

算
す
る
も
の
と
す
る
。

第
十
四
条
の
次
に
次
の
五
条
を
加
え
る
。

（
市
町
村
の
廃
置
分
合
等
が
あ
っ
た
場
合
の
普
通
交
付
税
の
額
等
の
算
定
方
法
）

第
十
四
条
の
二

当
該
年
度
の
初
日
の
属
す
る
年
の
四
年
前
の
年
の
四
月
一
日
の
属
す
る
年
度
の
中
途
に
お
い
て
市
町
村
の

廃
置
分
合
等
に
よ
り
新
た
に
設
置
さ
れ
、
又
は
境
界
が
変
更
さ
れ
た
市
町
村
に
つ
い
て
は
、
当
該
年
度
の
初
日
の
属
す
る

年
の
四
年
前
の
年
の
四
月
一
日
の
属
す
る
年
度
の
地
方
交
付
税
法
の
規
定
に
基
づ
く
普
通
交
付
税
の
額
、
基
準
財
政
収
入

額
並
び
に
特
別
と
ん
譲
与
税
、
自
動
車
重
量
譲
与
税
、
航
空
機
燃
料
譲
与
税
、
地
方
揮
発
油
譲
与
税
及
び
交
通
安
全
対
策

特
別
交
付
金
（
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
五
十
二
条
の
十
九
第
一
項
の
指
定
都
市
に
あ

っ
て
は
、
特
別
と
ん
譲
与
税
、
自
動
車
重
量
譲
与
税
、
航
空
機
燃
料
譲
与
税
、
地
方
揮
発
油
譲
与
税
、
石
油
ガ
ス
譲
与
税

及
び
交
通
安
全
対
策
特
別
交
付
金
）
の
収
入
見
込
額
並
び
に
算
入
公
債
費
の
額
及
び
算
入
準
公
債
費
の
額
（
以
下
「
普
通

交
付
税
の
額
等
」
と
い
う
。
）
の
算
定
方
法
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。
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一

廃
置
分
合
に
よ
っ
て
二
以
上
の
市
町
村
の
区
域
を
そ
の
ま
ま
市
町
村
の
区
域
と
し
た
市
町
村
に
つ
い
て
は
、
当
該
廃

置
分
合
前
の
各
市
町
村
の
当
該
年
度
の
初
日
の
属
す
る
年
の
四
年
前
の
年
の
四
月
一
日
の
属
す
る
年
度
の
普
通
交
付
税

の
額
等
を
合
算
す
る
も
の
と
す
る
。

二

廃
置
分
合
に
よ
っ
て
一
の
市
町
村
の
区
域
を
分
割
し
た
市
町
村
に
つ
い
て
は
、
当
該
市
町
村
が
当
該
年
度
の
初
日
の

属
す
る
年
の
四
年
前
の
年
の
四
月
一
日
の
属
す
る
年
度
の
四
月
一
日
に
存
在
し
た
も
の
と
仮
定
し
て
地
方
交
付
税
法
第

九
条
第
二
号
の
規
定
の
例
に
よ
り
計
算
し
た
当
該
年
度
の
初
日
の
属
す
る
年
の
四
年
前
の
年
の
四
月
一
日
の
属
す
る
年

度
の
普
通
交
付
税
の
額
等
と
す
る
。

三

境
界
変
更
に
よ
っ
て
区
域
を
増
し
た
市
町
村
に
つ
い
て
は
、
当
該
境
界
変
更
前
の
当
該
市
町
村
の
当
該
年
度
の
初
日

の
属
す
る
年
の
四
年
前
の
年
の
四
月
一
日
の
属
す
る
年
度
の
普
通
交
付
税
の
額
等
に
当
該
境
界
変
更
に
係
る
区
域
を
基

礎
と
す
る
独
立
の
市
町
村
が
当
該
年
度
の
初
日
の
属
す
る
年
の
四
年
前
の
年
の
四
月
一
日
の
属
す
る
年
度
の
四
月
一
日

に
存
在
し
た
も
の
と
仮
定
し
て
地
方
交
付
税
法
第
九
条
第
二
号
の
規
定
の
例
に
よ
り
計
算
し
た
当
該
年
度
の
初
日
の
属

す
る
年
の
四
年
前
の
四
月
一
日
の
属
す
る
年
度
の
普
通
交
付
税
の
額
等
を
そ
れ
ぞ
れ
合
算
す
る
も
の
と
す
る
。

四

境
界
変
更
に
よ
っ
て
区
域
を
減
じ
た
市
町
村
に
つ
い
て
は
、
当
該
境
界
変
更
後
の
当
該
市
町
村
が
当
該
年
度
の
初
日
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の
属
す
る
年
の
四
年
前
の
年
の
四
月
一
日
の
属
す
る
年
度
の
四
月
一
日
に
存
在
し
た
も
の
と
仮
定
し
て
地
方
交
付
税
法

第
九
条
第
二
号
の
規
定
の
例
に
よ
り
計
算
す
る
も
の
と
す
る
。

２

当
該
年
度
の
初
日
の
属
す
る
年
の
三
年
前
の
年
の
四
月
一
日
の
属
す
る
年
度
か
ら
当
該
年
度
ま
で
の
い
ず
れ
か
の
年
度

の
中
途
に
お
い
て
市
町
村
の
廃
置
分
合
等
に
よ
り
新
た
に
設
置
さ
れ
、
又
は
境
界
が
変
更
さ
れ
た
市
町
村
に
つ
い
て
は
、

当
該
年
度
の
初
日
の
属
す
る
年
の
四
年
前
の
年
の
四
月
一
日
の
属
す
る
年
度
以
後
当
該
市
町
村
の
廃
置
分
合
等
の
日
の
属

す
る
年
度
ま
で
の
各
年
度
（
当
該
年
度
の
中
途
に
お
い
て
市
町
村
の
廃
置
分
合
等
に
よ
り
新
た
に
設
置
さ
れ
、
又
は
境
界

が
変
更
さ
れ
た
市
町
村
に
つ
い
て
は
、
当
該
年
度
の
初
日
の
属
す
る
年
の
四
年
前
の
年
度
の
四
月
一
日
の
属
す
る
年
度
以

後
当
該
市
町
村
の
廃
置
分
合
等
の
日
の
属
す
る
年
度
の
前
年
度
ま
で
の
各
年
度
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
廃
置
分
合
等

年
度
ま
で
の
各
年
度
」
と
い
う
。
）
に
お
け
る
当
該
市
町
村
の
普
通
交
付
税
の
額
等
の
算
定
方
法
は
、
次
に
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
る
。

一

廃
置
分
合
に
よ
っ
て
二
以
上
の
市
町
村
の
区
域
を
そ
の
ま
ま
市
町
村
の
区
域
と
し
た
市
町
村
に
つ
い
て
は
、
廃
置
分

合
等
年
度
ま
で
の
各
年
度
に
係
る
普
通
交
付
税
の
額
等
を
各
年
度
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
合
算
す
る
も
の
と
す
る
。

二

廃
置
分
合
に
よ
っ
て
一
の
市
町
村
の
区
域
を
分
割
し
た
市
町
村
に
つ
い
て
は
、
当
該
市
町
村
が
廃
置
分
合
等
年
度
ま
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で
の
各
年
度
の
四
月
一
日
に
存
在
し
た
も
の
と
仮
定
し
て
地
方
交
付
税
法
第
九
条
第
二
号
の
規
定
の
例
に
よ
り
そ
れ
ぞ

れ
計
算
す
る
も
の
と
す
る
。

三

境
界
変
更
に
よ
っ
て
区
域
を
増
し
た
市
町
村
に
つ
い
て
は
、
当
該
境
界
変
更
前
の
当
該
市
町
村
の
廃
置
分
合
等
年
度

ま
で
の
各
年
度
の
普
通
交
付
税
の
額
等
に
当
該
境
界
変
更
に
係
る
区
域
を
基
礎
と
す
る
独
立
の
市
町
村
が
廃
置
分
合
等

年
度
ま
で
の
各
年
度
の
四
月
一
日
に
存
在
し
た
も
の
と
仮
定
し
て
地
方
交
付
税
法
第
九
条
第
二
号
の
規
定
の
例
に
よ
り

計
算
し
た
普
通
交
付
税
の
額
等
を
各
年
度
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
合
算
す
る
も
の
と
す
る
。

四

境
界
変
更
に
よ
っ
て
区
域
を
減
じ
た
市
町
村
に
つ
い
て
は
、
当
該
境
界
変
更
後
の
当
該
市
町
村
が
廃
置
分
合
等
年
度

ま
で
の
各
年
度
の
四
月
一
日
に
存
在
し
た
も
の
と
仮
定
し
て
地
方
交
付
税
法
第
九
条
第
二
号
の
規
定
の
例
に
よ
り
計
算

す
る
も
の
と
す
る
。

（
市
町
村
の
廃
置
分
合
等
が
あ
っ
た
場
合
の
実
質
赤
字
額
の
算
定
方
法
）

第
十
四
条
の
三

当
該
年
度
の
中
途
に
お
い
て
市
町
村
の
廃
置
分
合
等
に
よ
り
新
た
に
設
置
さ
れ
、
又
は
境
界
が
変
更
さ
れ

た
市
町
村
に
つ
い
て
は
、
法
第
五
条
の
三
第
四
項
第
二
号
に
規
定
す
る
実
質
赤
字
額
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
実
質
赤

字
額
」
と
い
う
。
）
の
算
定
方
法
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。
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一

廃
置
分
合
に
よ
っ
て
二
以
上
の
市
町
村
の
区
域
を
そ
の
ま
ま
市
町
村
の
区
域
と
し
た
市
町
村
に
つ
い
て
は
、
当
該
廃

置
分
合
前
の
各
市
町
村
の
当
該
年
度
の
前
年
度
の
法
第
五
条
の
三
第
四
項
第
二
号
に
規
定
す
る
歳
入
（
令
第
十
四
条
に

よ
り
算
定
し
た
歳
入
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
又
は
歳
出
（
令
第
十
四
条
に
よ
り
算
定
し
た
歳
出
を

い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
そ
れ
ぞ
れ
合
算
し
た
も
の
を
当
該
市
町
村
の
当
該
年
度
の
前
年
度
の
歳
入

又
は
歳
出
と
み
な
し
て
、
歳
入
が
歳
出
に
不
足
す
る
た
め
当
該
年
度
の
歳
入
を
繰
り
上
げ
て
こ
れ
に
充
て
る
べ
き
額
並

び
に
実
質
上
歳
入
が
歳
出
に
不
足
す
る
た
め
、
当
該
年
度
の
前
年
度
に
支
払
う
べ
き
債
務
で
そ
の
支
払
を
当
該
年
度
に

繰
り
延
べ
る
べ
き
額
及
び
当
該
年
度
の
前
年
度
に
執
行
す
べ
き
事
業
に
係
る
歳
出
に
係
る
予
算
の
額
で
当
該
年
度
に
繰

り
越
す
べ
き
額
を
求
め
、
当
該
市
町
村
の
実
質
赤
字
額
を
算
定
す
る
も
の
と
す
る
。

二

廃
置
分
合
に
よ
っ
て
一
の
市
町
村
の
区
域
を
分
割
し
た
市
町
村
又
は
境
界
変
更
に
よ
っ
て
区
域
を
減
じ
た
市
町
村
に

つ
い
て
は
、
当
該
廃
置
分
合
又
は
境
界
変
更
後
の
当
該
市
町
村
が
当
該
年
度
の
前
年
度
の
末
日
に
存
在
し
て
い
た
も
の

と
み
な
し
、
当
該
廃
置
分
合
又
は
境
界
変
更
の
際
実
質
上
歳
入
が
歳
出
に
不
足
し
た
額
を
分
割
し
て
承
継
し
た
額
の
割

合
に
応
ず
る
よ
う
に
当
該
廃
置
分
合
又
は
境
界
変
更
前
の
市
町
村
の
実
質
赤
字
額
を
按
分
す
る
も
の
と
す
る
。

三

境
界
変
更
に
よ
っ
て
区
域
を
増
し
た
市
町
村
に
つ
い
て
は
、
当
該
境
界
変
更
前
の
当
該
市
町
村
の
実
質
赤
字
額
に
、
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当
該
境
界
変
更
に
係
る
区
域
を
基
礎
と
す
る
独
立
の
市
町
村
が
当
該
年
度
の
前
年
度
の
末
日
に
存
在
し
て
い
た
も
の
と

み
な
し
、
当
該
境
界
変
更
の
際
実
質
上
歳
入
が
歳
出
に
不
足
し
た
額
を
分
割
し
て
承
継
し
た
額
の
割
合
に
応
ず
る
よ
う

に
当
該
境
界
変
更
に
係
る
市
町
村
の
実
質
赤
字
額
を
按
分
し
て
得
た
額
を
合
算
す
る
も
の
と
す
る
。

２

当
該
年
度
の
前
年
度
又
は
当
該
年
度
の
中
途
に
お
い
て
市
町
村
の
廃
置
分
合
等
に
よ
り
新
た
に
設
置
さ
れ
、
又
は
境
界

が
変
更
さ
れ
た
市
町
村
に
つ
い
て
は
、
地
方
自
治
法
第
二
百
三
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
令
第
十
条
に
規
定
す
る
一

般
会
計
等
の
決
算
が
地
方
公
共
団
体
の
長
に
提
出
さ
れ
る
ま
で
の
間
に
お
け
る
当
該
年
度
の
前
年
度
の
実
質
赤
字
額
の
算

定
方
法
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一

廃
置
分
合
に
よ
っ
て
二
以
上
の
市
町
村
の
区
域
を
そ
の
ま
ま
市
町
村
の
区
域
と
し
た
市
町
村
に
つ
い
て
は
、
当
該
廃

置
分
合
前
の
各
市
町
村
の
当
該
年
度
の
前
々
年
度
の
法
第
五
条
の
三
第
四
項
第
二
号
に
規
定
す
る
歳
入
又
は
歳
出
を
そ

れ
ぞ
れ
合
算
し
た
も
の
を
当
該
市
町
村
の
当
該
年
度
の
前
々
年
度
の
歳
入
又
は
歳
出
と
み
な
し
て
、
歳
入
が
歳
出
に
不

足
す
る
た
め
当
該
年
度
の
前
年
度
の
歳
入
を
繰
り
上
げ
て
こ
れ
に
充
て
る
べ
き
額
並
び
に
実
質
上
歳
入
が
歳
出
に
不
足

す
る
た
め
、
当
該
年
度
の
前
々
年
度
に
支
払
う
べ
き
債
務
で
そ
の
支
払
を
当
該
年
度
の
前
年
度
に
繰
り
延
べ
る
べ
き
額

及
び
当
該
年
度
の
前
々
年
度
に
執
行
す
べ
き
事
業
に
係
る
歳
出
に
係
る
予
算
の
額
で
当
該
年
度
の
前
年
度
に
繰
り
越
す
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べ
き
額
を
求
め
、
当
該
市
町
村
の
当
該
年
度
の
前
年
度
の
実
質
赤
字
額
を
算
定
す
る
も
の
と
す
る
。

二

廃
置
分
合
に
よ
っ
て
一
の
市
町
村
の
区
域
を
分
割
し
た
市
町
村
又
は
境
界
変
更
に
よ
っ
て
区
域
を
減
じ
た
市
町
村
に

つ
い
て
は
、
当
該
廃
置
分
合
又
は
境
界
変
更
後
の
当
該
市
町
村
が
当
該
年
度
の
前
々
年
度
の
末
日
に
存
在
し
て
い
た
も

の
と
み
な
し
、
当
該
廃
置
分
合
又
は
境
界
変
更
の
際
実
質
上
当
該
年
度
の
前
年
度
の
歳
入
が
歳
出
に
不
足
し
た
額
を
分

割
し
て
承
継
し
た
額
の
割
合
に
応
ず
る
よ
う
に
当
該
廃
置
分
合
又
は
境
界
変
更
前
の
市
町
村
の
当
該
年
度
の
前
年
度
の

実
質
赤
字
額
を
按
分
す
る
も
の
と
す
る
。

三

境
界
変
更
に
よ
っ
て
区
域
を
増
し
た
市
町
村
に
つ
い
て
は
、
当
該
境
界
変
更
前
の
当
該
市
町
村
の
当
該
年
度
の
前
年

度
の
実
質
赤
字
額
に
、
当
該
境
界
変
更
に
係
る
区
域
を
基
礎
と
す
る
独
立
の
市
町
村
が
当
該
年
度
の
前
々
年
度
の
末
日

に
存
在
し
て
い
た
も
の
と
み
な
し
、
当
該
境
界
変
更
の
際
実
質
上
当
該
年
度
の
前
年
度
の
歳
入
が
歳
出
に
不
足
し
た
額

を
分
割
し
て
承
継
し
た
額
の
割
合
に
応
ず
る
よ
う
に
当
該
境
界
変
更
に
係
る
市
町
村
の
当
該
年
度
の
前
年
度
の
実
質
赤

字
額
を
按
分
し
て
得
た
額
を
合
算
す
る
も
の
と
す
る
。

（
市
町
村
の
廃
置
分
合
等
が
あ
っ
た
場
合
の
連
結
実
質
赤
字
比
率
の
算
定
方
法
）

第
十
四
条
の
四

当
該
年
度
の
中
途
に
お
い
て
市
町
村
の
廃
置
分
合
等
に
よ
り
新
た
に
設
置
さ
れ
、
又
は
境
界
が
変
更
さ
れ
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た
市
町
村
に
つ
い
て
は
、
法
第
五
条
の
三
第
四
項
第
三
号
に
規
定
す
る
連
結
実
質
赤
字
比
率
（
次
項
に
お
い
て
「
連
結
実

質
赤
字
比
率
」
と
い
う
。
）
の
算
定
方
法
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一

廃
置
分
合
に
よ
っ
て
二
以
上
の
市
町
村
の
区
域
を
そ
の
ま
ま
市
町
村
の
区
域
と
し
た
市
町
村
に
つ
い
て
は
、
当
該
廃

置
分
合
前
の
各
市
町
村
の
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
九
年
法
律
第
九
十
四
号
。
以
下

「
健
全
化
法
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
二
号
イ
か
ら
ニ
ま
で
に
掲
げ
る
額
を
そ
れ
ぞ
れ
合
算
し
た
も
の
を
当
該
市
町
村

の
同
号
イ
か
ら
ニ
ま
で
に
掲
げ
る
額
と
み
な
し
て
算
定
し
た
当
該
市
町
村
の
同
号
に
規
定
す
る
連
結
実
質
赤
字
額
（
以

下
こ
の
条
に
お
い
て
「
連
結
実
質
赤
字
額
」
と
い
う
。
）
を
第
十
四
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
算
定
し
た
同
条
に
規
定
す

る
普
通
交
付
税
の
額
等
に
基
づ
き
算
定
し
た
当
該
年
度
の
前
年
度
の
標
準
財
政
規
模
の
額
（
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に

お
い
て
「
標
準
財
政
規
模
の
額
」
と
い
う
。
）
で
除
し
て
得
た
数
値

二

廃
置
分
合
に
よ
っ
て
一
の
市
町
村
の
区
域
を
分
割
し
た
市
町
村
又
は
境
界
変
更
に
よ
っ
て
区
域
を
減
じ
た
市
町
村
に

つ
い
て
は
、
当
該
廃
置
分
合
又
は
境
界
変
更
後
の
当
該
市
町
村
が
当
該
年
度
の
前
年
度
の
末
日
に
存
在
し
て
い
た
も
の

と
み
な
し
、
当
該
廃
置
分
合
又
は
境
界
変
更
の
際
実
質
上
健
全
化
法
第
二
条
第
二
号
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
額
の
合
算
額

が
同
号
ハ
及
び
ニ
に
掲
げ
る
額
の
合
算
額
を
超
え
る
場
合
に
お
け
る
当
該
超
え
る
額
を
分
割
し
て
承
継
し
た
額
の
割
合
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に
応
ず
る
よ
う
に
当
該
廃
置
分
合
又
は
境
界
変
更
前
の
市
町
村
の
連
結
実
質
赤
字
額
を
按
分
し
て
得
た
額
を
当
該
年
度

の
前
年
度
の
標
準
財
政
規
模
の
額
で
除
し
て
得
た
数
値

三

境
界
変
更
に
よ
っ
て
区
域
を
増
し
た
市
町
村
に
つ
い
て
は
、
当
該
境
界
変
更
前
の
当
該
市
町
村
の
健
全
化
法
第
二
条

第
二
号
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
額
の
合
算
額
が
同
号
ハ
及
び
ニ
に
掲
げ
る
額
の
合
算
額
を
超
え
る
場
合
に
お
け
る
当
該
超

え
る
額
に
、
当
該
境
界
変
更
に
係
る
区
域
を
基
礎
と
す
る
独
立
の
市
町
村
が
当
該
年
度
の
前
年
度
の
末
日
に
存
在
し
て

い
た
も
の
と
み
な
し
、
当
該
境
界
変
更
の
際
実
質
上
健
全
化
法
第
二
条
第
二
号
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
額
の
合
算
額
が
同

号
ハ
及
び
ニ
に
掲
げ
る
額
の
合
算
額
を
超
え
る
場
合
に
お
け
る
当
該
超
え
る
額
を
分
割
し
て
承
継
し
た
額
の
割
合
に
応

ず
る
よ
う
に
当
該
境
界
変
更
に
係
る
市
町
村
の
連
結
実
質
赤
字
額
を
按
分
し
て
得
た
額
を
合
算
し
て
得
た
額
を
当
該
年

度
の
前
年
度
の
標
準
財
政
規
模
の
額
で
除
し
て
得
た
数
値

２

当
該
年
度
の
前
年
度
又
は
当
該
年
度
の
中
途
に
お
い
て
市
町
村
の
廃
置
分
合
等
に
よ
り
新
た
に
設
置
さ
れ
、
又
は
境
界

が
変
更
さ
れ
た
市
町
村
に
つ
い
て
は
、
地
方
自
治
法
第
二
百
三
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
令
第
十
条
に
規
定
す
る
一

般
会
計
等
の
決
算
が
地
方
公
共
団
体
の
長
に
提
出
さ
れ
る
ま
で
の
間
に
お
け
る
当
該
年
度
の
前
年
度
の
連
結
実
質
赤
字
比

率
の
算
定
方
法
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。
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一

廃
置
分
合
に
よ
っ
て
二
以
上
の
市
町
村
の
区
域
を
そ
の
ま
ま
市
町
村
の
区
域
と
し
た
市
町
村
に
つ
い
て
は
、
当
該
廃

置
分
合
前
の
各
市
町
村
の
当
該
年
度
の
前
年
度
の
健
全
化
法
第
二
条
第
二
号
イ
か
ら
ニ
ま
で
に
掲
げ
る
額
を
そ
れ
ぞ
れ

合
算
し
た
も
の
を
当
該
市
町
村
の
当
該
年
度
の
前
年
度
の
同
号
イ
か
ら
ニ
ま
で
に
掲
げ
る
額
と
み
な
し
て
算
定
し
た
当

該
市
町
村
の
当
該
年
度
の
前
年
度
の
連
結
実
質
赤
字
額
を
当
該
年
度
の
前
々
年
度
の
標
準
財
政
規
模
の
額
で
除
し
て
得

た
数
値

二

廃
置
分
合
に
よ
っ
て
一
の
市
町
村
の
区
域
を
分
割
し
た
市
町
村
又
は
境
界
変
更
に
よ
っ
て
区
域
を
減
じ
た
市
町
村
に

つ
い
て
は
、
当
該
廃
置
分
合
又
は
境
界
変
更
後
の
当
該
市
町
村
が
当
該
年
度
の
前
々
年
度
の
末
日
に
存
在
し
て
い
た
も

の
と
み
な
し
、
当
該
廃
置
分
合
又
は
境
界
変
更
の
際
実
質
上
当
該
年
度
の
前
年
度
の
健
全
化
法
第
二
条
第
二
号
イ
及
び

ロ
に
掲
げ
る
額
の
合
算
額
が
当
該
年
度
の
前
年
度
の
同
号
ハ
及
び
ニ
に
掲
げ
る
額
の
合
算
額
を
超
え
る
場
合
に
お
け
る

当
該
超
え
る
額
を
分
割
し
て
承
継
し
た
額
の
割
合
に
応
ず
る
よ
う
に
当
該
廃
置
分
合
又
は
境
界
変
更
前
の
市
町
村
の
当

該
年
度
の
前
年
度
の
連
結
実
質
赤
字
額
を
按
分
し
て
得
た
額
を
当
該
年
度
の
前
々
年
度
の
標
準
財
政
規
模
の
額
で
除
し

て
得
た
数
値

三

境
界
変
更
に
よ
っ
て
区
域
を
増
し
た
市
町
村
に
つ
い
て
は
、
当
該
境
界
変
更
前
の
当
該
市
町
村
の
当
該
年
度
の
前
年
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度
の
健
全
化
法
第
二
条
第
二
号
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
額
の
合
算
額
が
当
該
年
度
の
前
年
度
の
同
号
ハ
及
び
ニ
に
掲
げ
る

額
の
合
算
額
を
超
え
る
場
合
に
お
け
る
当
該
超
え
る
額
に
、
当
該
境
界
変
更
に
係
る
区
域
を
基
礎
と
す
る
独
立
の
市
町

村
が
当
該
年
度
の
前
々
年
度
の
末
日
に
存
在
し
て
い
た
も
の
と
み
な
し
、
当
該
境
界
変
更
の
際
実
質
上
当
該
年
度
の
前

年
度
の
健
全
化
法
第
二
条
第
二
号
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
額
の
合
算
額
が
当
該
年
度
の
前
年
度
の
同
号
ハ
及
び
ニ
に
掲
げ

る
額
の
合
算
額
を
超
え
る
場
合
に
お
け
る
当
該
超
え
る
額
を
分
割
し
て
承
継
し
た
額
の
割
合
に
応
ず
る
よ
う
に
当
該
境

界
変
更
に
係
る
市
町
村
の
当
該
年
度
の
前
年
度
の
連
結
実
質
赤
字
額
を
按
分
し
て
得
た
額
を
合
算
し
て
得
た
額
を
当
該

年
度
の
前
々
年
度
の
標
準
財
政
規
模
の
額
で
除
し
て
得
た
数
値

（
市
町
村
の
廃
置
分
合
等
が
あ
っ
た
場
合
の
将
来
負
担
比
率
の
算
定
方
法
）

第
十
四
条
の
五

当
該
年
度
の
中
途
に
お
い
て
市
町
村
の
廃
置
分
合
等
に
よ
り
新
た
に
設
置
さ
れ
、
又
は
境
界
が
変
更
さ
れ

た
市
町
村
に
つ
い
て
は
、
法
第
五
条
の
三
第
四
項
第
四
号
に
規
定
す
る
将
来
負
担
比
率
（
次
項
に
お
い
て
「
将
来
負
担
比

率
」
と
い
う
。
）
の
算
定
方
法
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一

廃
置
分
合
に
よ
っ
て
二
以
上
の
市
町
村
の
区
域
を
そ
の
ま
ま
市
町
村
の
区
域
と
し
た
市
町
村
に
つ
い
て
は
、
当
該
廃

置
分
合
前
の
各
市
町
村
の
健
全
化
法
第
二
条
第
四
号
イ
か
ら
ル
ま
で
に
掲
げ
る
額
を
そ
れ
ぞ
れ
合
算
し
た
も
の
を
当
該



- 20 -

市
町
村
の
同
号
イ
か
ら
ル
ま
で
に
掲
げ
る
額
と
み
な
し
て
算
定
し
た
当
該
市
町
村
の
同
号
イ
か
ら
チ
ま
で
に
掲
げ
る
額

の
合
算
額
か
ら
同
号
リ
か
ら
ル
ま
で
に
掲
げ
る
額
の
合
算
額
を
超
え
る
場
合
に
お
け
る
当
該
超
え
る
額
を
当
該
年
度
の

前
年
度
の
標
準
財
政
規
模
の
額
か
ら
第
十
四
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
算
定
し
た
同
条
に
規
定
す
る
算
入
公
債
費
の
額
及

び
算
入
準
公
債
費
の
額
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
算
入
公
債
費
等
の
額
」
と
い
う
。
）
を
控
除
し
た
額
で
除
し
て
得

た
数
値

二

廃
置
分
合
に
よ
っ
て
一
の
市
町
村
の
区
域
を
分
割
し
た
市
町
村
又
は
境
界
変
更
に
よ
っ
て
区
域
を
減
じ
た
市
町
村
に

つ
い
て
は
、
当
該
廃
置
分
合
又
は
境
界
変
更
後
の
当
該
市
町
村
が
当
該
年
度
の
前
年
度
の
末
日
に
存
在
し
て
い
た
も
の

と
み
な
し
、
当
該
廃
置
分
合
又
は
境
界
変
更
の
際
実
質
上
健
全
化
法
第
二
条
第
四
号
イ
か
ら
チ
ま
で
に
掲
げ
る
額
の
合

算
額
か
ら
同
号
リ
か
ら
ル
ま
で
に
掲
げ
る
額
の
合
算
額
を
超
え
る
場
合
に
お
け
る
当
該
超
え
る
額
を
分
割
し
て
承
継
し

た
額
の
割
合
に
応
ず
る
よ
う
に
按
分
し
て
得
た
同
号
イ
か
ら
チ
ま
で
に
掲
げ
る
額
の
合
算
額
か
ら
同
号
リ
か
ら
ル
ま
で

に
掲
げ
る
額
の
合
算
額
を
超
え
る
場
合
に
お
け
る
当
該
超
え
る
額
を
当
該
年
度
の
前
年
度
の
標
準
財
政
規
模
の
額
か
ら

算
入
公
債
費
等
の
額
を
控
除
し
た
額
で
除
し
て
得
た
数
値

三

境
界
変
更
に
よ
っ
て
区
域
を
増
し
た
市
町
村
に
つ
い
て
は
、
当
該
境
界
変
更
前
の
当
該
市
町
村
の
健
全
化
法
第
二
条
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第
四
号
イ
か
ら
チ
ま
で
に
掲
げ
る
額
の
合
算
額
が
同
号
リ
か
ら
ル
ま
で
に
掲
げ
る
額
の
合
算
額
を
超
え
る
場
合
に
お
け

る
当
該
超
え
る
額
に
、
当
該
境
界
変
更
に
係
る
区
域
を
基
礎
と
す
る
独
立
の
市
町
村
が
当
該
年
度
の
前
年
度
の
末
日
に

存
在
し
て
い
た
も
の
と
み
な
し
、
当
該
境
界
変
更
の
際
実
質
上
同
号
イ
か
ら
チ
ま
で
に
掲
げ
る
額
の
合
算
額
が
同
号
リ

か
ら
ル
ま
で
に
掲
げ
る
額
の
合
算
額
を
超
え
る
場
合
に
お
け
る
当
該
超
え
る
額
を
分
割
し
て
承
継
し
た
額
の
割
合
に
応

ず
る
よ
う
に
当
該
境
界
変
更
に
係
る
市
町
村
の
同
号
イ
か
ら
チ
ま
で
に
掲
げ
る
額
の
合
算
額
が
同
号
リ
か
ら
ル
ま
で
に

掲
げ
る
額
の
合
算
額
を
超
え
る
場
合
に
お
け
る
当
該
超
え
る
額
を
按
分
し
て
得
た
額
を
合
算
し
て
得
た
額
を
当
該
年
度

の
前
年
度
の
標
準
財
政
規
模
の
額
か
ら
算
入
公
債
費
等
の
額
を
控
除
し
た
額
で
除
し
て
得
た
数
値

２

当
該
年
度
の
前
年
度
又
は
当
該
年
度
の
中
途
に
お
い
て
市
町
村
の
廃
置
分
合
等
に
よ
り
新
た
に
設
置
さ
れ
、
又
は
境
界

が
変
更
さ
れ
た
市
町
村
に
つ
い
て
は
、
地
方
自
治
法
第
二
百
三
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
令
第
十
条
に
規
定
す
る
一

般
会
計
等
の
決
算
が
地
方
公
共
団
体
の
長
に
提
出
さ
れ
る
ま
で
の
間
に
お
け
る
当
該
年
度
の
前
年
度
の
将
来
負
担
比
率
の

算
定
方
法
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一

廃
置
分
合
に
よ
っ
て
二
以
上
の
市
町
村
の
区
域
を
そ
の
ま
ま
市
町
村
の
区
域
と
し
た
市
町
村
に
つ
い
て
は
、
当
該
廃

置
分
合
前
の
各
市
町
村
の
当
該
年
度
の
前
年
度
の
健
全
化
法
第
二
条
第
四
号
イ
か
ら
ル
ま
で
に
掲
げ
る
額
を
そ
れ
ぞ
れ
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合
算
し
た
も
の
を
当
該
市
町
村
の
当
該
年
度
の
前
年
度
の
同
号
イ
か
ら
ル
ま
で
に
掲
げ
る
額
と
み
な
し
て
算
定
し
た
当

該
市
町
村
の
当
該
年
度
の
前
年
度
の
同
号
イ
か
ら
チ
ま
で
に
掲
げ
る
額
の
合
算
額
か
ら
当
該
年
度
の
前
年
度
の
同
号
リ

か
ら
ル
ま
で
に
掲
げ
る
額
の
合
算
額
を
超
え
る
場
合
に
お
け
る
当
該
超
え
る
額
を
当
該
年
度
の
前
々
年
度
の
標
準
財
政

規
模
の
額
か
ら
算
入
公
債
費
等
の
額
を
控
除
し
た
額
で
除
し
て
得
た
数
値

二

廃
置
分
合
に
よ
っ
て
一
の
市
町
村
の
区
域
を
分
割
し
た
市
町
村
又
は
境
界
変
更
に
よ
っ
て
区
域
を
減
じ
た
市
町
村
に

つ
い
て
は
、
当
該
廃
置
分
合
又
は
境
界
変
更
後
の
当
該
市
町
村
が
当
該
年
度
の
前
々
年
度
の
末
日
に
存
在
し
て
い
た
も

の
と
み
な
し
、
当
該
廃
置
分
合
又
は
境
界
変
更
の
際
実
質
上
当
該
年
度
の
前
年
度
の
健
全
化
法
第
二
条
第
四
号
イ
か
ら

チ
ま
で
に
掲
げ
る
額
の
合
算
額
か
ら
当
該
年
度
の
前
年
度
の
同
号
リ
か
ら
ル
ま
で
に
掲
げ
る
額
の
合
算
額
を
超
え
る
場

合
に
お
け
る
当
該
超
え
る
額
を
分
割
し
て
承
継
し
た
額
の
割
合
に
応
ず
る
よ
う
に
按
分
し
て
得
た
当
該
年
度
の
前
年
度

の
同
号
イ
か
ら
チ
ま
で
に
掲
げ
る
額
の
合
算
額
か
ら
当
該
年
度
の
前
年
度
の
同
号
リ
か
ら
ル
ま
で
に
掲
げ
る
額
の
合
算

額
を
超
え
る
場
合
に
お
け
る
当
該
超
え
る
額
を
当
該
年
度
の
前
々
年
度
の
標
準
財
政
規
模
の
額
か
ら
算
入
公
債
費
等
の

額
を
控
除
し
た
額
で
除
し
て
得
た
数
値

三

境
界
変
更
に
よ
っ
て
区
域
を
増
し
た
市
町
村
に
つ
い
て
は
、
当
該
境
界
変
更
前
の
当
該
市
町
村
の
当
該
年
度
の
前
年
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度
の
健
全
化
法
第
二
条
第
四
号
イ
か
ら
チ
ま
で
に
掲
げ
る
額
の
合
算
額
が
当
該
年
度
の
前
年
度
の
同
号
リ
か
ら
ル
ま
で

に
掲
げ
る
額
の
合
算
額
を
超
え
る
場
合
に
お
け
る
当
該
超
え
る
額
に
、
当
該
境
界
変
更
に
係
る
区
域
を
基
礎
と
す
る
独

立
の
市
町
村
が
当
該
年
度
の
前
々
年
度
の
末
日
に
存
在
し
て
い
た
も
の
と
み
な
し
、
当
該
境
界
変
更
の
際
実
質
上
当
該

年
度
の
前
年
度
の
同
号
イ
か
ら
チ
ま
で
に
掲
げ
る
額
の
合
算
額
が
当
該
年
度
の
前
年
度
の
同
号
リ
か
ら
ル
ま
で
に
掲
げ

る
額
の
合
算
額
を
超
え
る
場
合
に
お
け
る
当
該
超
え
る
額
を
分
割
し
て
承
継
し
た
額
の
割
合
に
応
ず
る
よ
う
に
当
該
境

界
変
更
に
係
る
市
町
村
の
当
該
年
度
の
前
年
度
の
同
号
イ
か
ら
チ
ま
で
に
掲
げ
る
額
の
合
算
額
が
当
該
年
度
の
前
年
度

の
同
号
リ
か
ら
ル
ま
で
に
掲
げ
る
額
の
合
算
額
を
超
え
る
場
合
に
お
け
る
当
該
超
え
る
額
を
按
分
し
て
得
た
額
を
合
算

し
て
得
た
額
を
当
該
年
度
の
前
々
年
度
の
標
準
財
政
規
模
の
額
か
ら
算
入
公
債
費
等
の
額
を
控
除
し
た
額
で
除
し
て
得

た
数
値

（
市
町
村
の
廃
置
分
合
等
が
あ
っ
た
場
合
の
令
第
八
条
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
額
の
算
定
方
法
）

第
十
四
条
の
六

当
該
年
度
の
初
日
の
属
す
る
年
の
三
年
前
の
年
の
四
月
一
日
の
属
す
る
年
度
の
中
途
に
お
い
て
市
町
村
の

廃
置
分
合
等
に
よ
り
新
た
に
設
置
さ
れ
、
又
は
境
界
が
変
更
さ
れ
た
市
町
村
に
つ
い
て
は
、
当
該
年
度
の
初
日
の
属
す
る

年
の
四
年
前
の
年
の
四
月
一
日
の
属
す
る
年
度
に
お
け
る
令
第
八
条
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
額
の
算
定
方
法
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は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一

廃
置
分
合
に
よ
っ
て
二
以
上
の
市
町
村
の
区
域
を
そ
の
ま
ま
市
町
村
の
区
域
と
し
た
市
町
村
に
つ
い
て
は
、
当
該
廃

置
分
合
前
の
各
市
町
村
の
当
該
年
度
の
初
日
の
属
す
る
年
の
四
年
前
の
年
の
四
月
一
日
の
属
す
る
年
度
の
令
第
八
条
第

一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
額
を
そ
れ
ぞ
れ
合
算
す
る
も
の
と
す
る
。

二

廃
置
分
合
に
よ
っ
て
一
の
市
町
村
の
区
域
を
分
割
し
た
市
町
村
又
は
境
界
変
更
に
よ
っ
て
区
域
を
減
じ
た
市
町
村
に

つ
い
て
は
、
当
該
廃
置
分
合
又
は
境
界
変
更
後
の
当
該
市
町
村
が
当
該
年
度
の
初
日
の
属
す
る
年
の
四
年
前
の
年
の
四

月
一
日
の
属
す
る
年
度
の
末
日
に
存
在
し
て
い
た
も
の
と
み
な
し
、
当
該
廃
置
分
合
又
は
境
界
変
更
の
際
実
質
上
令
第

八
条
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
額
を
分
割
し
て
承
継
し
た
額
の
割
合
に
応
ず
る
よ
う
に
当
該
年
度
の
初
日
の

属
す
る
年
の
四
年
前
の
年
の
四
月
一
日
の
属
す
る
年
度
の
当
該
廃
置
分
合
又
は
境
界
変
更
前
の
市
町
村
の
同
条
第
一
号

か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
額
を
そ
れ
ぞ
れ
按
分
す
る
も
の
と
す
る
。

三

境
界
変
更
に
よ
っ
て
区
域
を
増
し
た
市
町
村
に
つ
い
て
は
、
当
該
境
界
変
更
前
の
当
該
市
町
村
の
当
該
年
度
の
初
日

の
属
す
る
年
の
四
年
前
の
年
の
四
月
一
日
の
属
す
る
年
度
の
令
第
八
条
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
額
に
、
当

該
境
界
変
更
に
係
る
区
域
を
基
礎
と
す
る
独
立
の
市
町
村
が
当
該
年
度
の
初
日
の
属
す
る
年
の
四
年
前
の
年
の
四
月
一
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日
の
属
す
る
年
度
の
末
日
に
存
在
し
て
い
た
も
の
と
み
な
し
、
当
該
境
界
変
更
の
際
実
質
上
同
条
第
一
号
か
ら
第
三
号

ま
で
に
掲
げ
る
額
を
分
割
し
て
承
継
し
た
額
の
割
合
に
応
ず
る
よ
う
に
当
該
境
界
変
更
に
係
る
市
町
村
の
当
該
年
度
の

初
日
の
属
す
る
年
の
四
年
前
の
年
の
四
月
一
日
の
属
す
る
年
度
の
同
条
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
額
を
そ
れ

ぞ
れ
按
分
す
る
も
の
と
す
る
。

２

当
該
年
度
の
前
々
年
度
か
ら
当
該
年
度
ま
で
の
い
ず
れ
か
の
年
度
の
中
途
に
お
い
て
市
町
村
の
廃
置
分
合
等
に
よ
り
新

た
に
設
置
さ
れ
、
又
は
境
界
が
変
更
さ
れ
た
市
町
村
に
つ
い
て
は
、
当
該
年
度
の
初
日
の
属
す
る
年
の
三
年
前
の
年
の
四

月
一
日
の
属
す
る
年
度
以
後
当
該
市
町
村
の
廃
置
分
合
等
の
日
の
属
す
る
年
度
の
前
年
度
ま
で
の
各
年
度
（
以
下
こ
の
項

に
お
い
て
「
廃
置
分
合
等
年
度
前
ま
で
の
各
年
度
」
と
い
う
。
）
に
お
け
る
令
第
八
条
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ

る
額
の
算
定
方
法
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一

廃
置
分
合
に
よ
っ
て
二
以
上
の
市
町
村
の
区
域
を
そ
の
ま
ま
市
町
村
の
区
域
と
し
た
市
町
村
に
つ
い
て
は
、
当
該
廃

置
分
合
前
の
各
市
町
村
の
廃
置
分
合
等
年
度
前
ま
で
の
各
年
度
に
係
る
令
第
八
条
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る

額
を
各
年
度
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
合
算
す
る
も
の
と
す
る
。

二

廃
置
分
合
に
よ
っ
て
一
の
市
町
村
の
区
域
を
分
割
し
た
市
町
村
又
は
境
界
変
更
に
よ
っ
て
区
域
を
減
じ
た
市
町
村
に
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つ
い
て
は
、
当
該
廃
置
分
合
又
は
境
界
変
更
後
の
当
該
市
町
村
が
廃
置
分
合
等
年
度
前
ま
で
の
各
年
度
の
末
日
に
存
在

し
て
い
た
も
の
と
み
な
し
、
当
該
廃
置
分
合
又
は
境
界
変
更
の
際
実
質
上
令
第
八
条
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ

る
額
を
分
割
し
て
承
継
し
た
額
の
割
合
に
応
ず
る
よ
う
に
当
該
廃
置
分
合
又
は
境
界
変
更
前
の
市
町
村
の
同
条
第
一
号

か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
額
を
各
年
度
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
按
分
す
る
も
の
と
す
る
。

三

境
界
変
更
に
よ
っ
て
区
域
を
増
し
た
市
町
村
に
つ
い
て
は
、
当
該
境
界
変
更
前
の
当
該
市
町
村
の
廃
置
分
合
等
年
度

前
ま
で
の
各
年
度
の
令
第
八
条
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
額
に
、
当
該
境
界
変
更
に
係
る
区
域
を
基
礎
と
す

る
独
立
の
市
町
村
が
廃
置
分
合
等
年
度
前
ま
で
の
各
年
度
の
末
日
に
存
在
し
て
い
た
も
の
と
み
な
し
、
当
該
境
界
変
更

の
際
実
質
上
同
条
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
額
を
分
割
し
て
承
継
し
た
額
の
割
合
に
応
ず
る
よ
う
に
当
該
境

界
変
更
に
係
る
市
町
村
の
廃
置
分
合
等
年
度
前
ま
で
の
各
年
度
の
同
条
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
額
を
各
年

度
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
按
分
す
る
も
の
と
す
る
。

第
十
五
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
十
五
条

削
除

第
十
六
条
中
「
別
記
様
式
第
三
号
」
を
「
別
記
様
式
第
四
号
」
に
改
め
る
。
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第
十
六
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
届
出
書
の
様
式
）

第
十
六
条
の
二

令
第
十
七
条
第
二
項
の
届
出
書
の
様
式
は
、
別
記
様
式
第
二
号
及
び
別
記
様
式
第
四
号
の
と
お
り
と
す
る
。

２

地
方
公
共
団
体
は
、
法
第
五
条
の
三
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
行
う
際
に
既
に
別
記
様
式
第
四
号
を
提
出
し
た
場

合
で
あ
っ
て
、
そ
の
内
容
に
変
更
が
な
い
と
き
は
、
当
該
様
式
の
提
出
を
行
わ
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
七
条
中
「
第
七
条
第
二
項
及
び
第
二
十
一
条
第
一
項
」
を
「
第
二
十
一
条
第
二
項
及
び
第
二
十
八
条
第
一
項
」
に
、

「
別
記
様
式
第
二
号
」
を
「
別
記
様
式
第
三
号
」
に
、
「
別
記
様
式
第
三
号
」
を
「
別
記
様
式
第
四
号
」
に
改
め
る
。

第
十
八
条
（
見
出
し
を
含
む
。
）
中
「
第
三
十
四
条
第
五
項
」
を
「
第
四
十
三
条
第
五
項
」
に
改
め
る
。

附
則
第
一
条
の
二
を
削
る
。

附
則
第
一
条
の
三
各
号
列
記
以
外
の
部
分
中
「
（
平
成
二
十
年
法
律
第
二
十
五
号
）
」
を
削
り
、
同
条
第
一
号
イ
中
「
（

昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
十
六
号
）
」
を
削
り
、
同
号
ロ
中
「
減
収
補
て
ん
」
を
「
減
収
補
塡
」
に
改
め
、
「
（
次
号

に
お
い
て
「
同
意
等
」
と
い
う
。
）
」
を
削
り
、
「
得
た
地
方
債
」
の
下
に
「
（
法
第
五
条
の
三
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
届

出
が
さ
れ
た
地
方
債
の
う
ち
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
協
議
を
受
け
た
な
ら
ば
同
意
を
す
る
こ
と
と
な
る
と
認
め
ら
れ
る
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も
の
を
含
む
。
）
」
を
加
え
、
同
条
第
二
号
ロ
中
「
減
収
補
て
ん
」
を
「
減
収
補
塡
」
に
、
「
同
意
等
」
を
「
同
意
又
は
許

可
」
に
改
め
、
「
得
た
地
方
債
」
の
下
に
「
（
法
第
五
条
の
三
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
さ
れ
た
地
方
債
の
う
ち
同
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
協
議
を
受
け
た
な
ら
ば
同
意
を
す
る
こ
と
と
な
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
を
含
む
。
）
」
を
加
え
、
同

条
を
附
則
第
一
条
の
二
と
す
る
。

附
則
第
二
条
の
十
第
二
号
中
「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
九
年
法
律
第
九
十
四
号
）
」

を
「
健
全
化
法
」
に
改
め
、
同
条
第
四
号
中
「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
」
を
「
健
全
化
法
」
に
改

め
る
。

附
則
第
六
条
中
「
第
五
条
の
四
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
数
値
」
を
「
第
五
条
の
三
第
四
項
第
一
号
に
規
定
す
る
実
質

公
債
費
比
率
」
に
改
め
る
。

附
則
第
七
条
中
「
第
十
条
」
を
「
第
十
四
条
の
二
」
に
改
め
る
。

附
則
第
八
条
中
「
第
十
九
条
第
一
項
第
二
号
」
を
「
第
十
五
条
第
一
項
第
二
号
」
に
改
め
る
。

様
式
第
一
号
備
考

中
「
起
債
協
議
書
の
写
し
」
の
次
に
「
、
既
届
出
債
の
起
債
届
出
書
の
写
し
」
を
加
え
る
。

８

様
式
第
三
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
、
同
様
式
を
様
式
第
四
号
と
す
る
。
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様
式
第
二
号
中
「
様
式
第
二
号
」
を
「
様
式
第
三
号
」
に
改
め
、
同
様
式
備
考

中
「
起
債
協
議
書
の
写
し
」
の
次
に
「

８

、
既
届
出
債
の
起
債
届
出
書
の
写
し
」
を
加
え
、
同
様
式
を
様
式
第
三
号
と
す
る
。

様
式
第
一
号
の
次
に
次
の
一
様
式
を
加
え
る
。

（
総
務
省
関
係
法
令
に
係
る
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
条

総
務
省
関
係
法
令
に
係
る
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
十
五

年
総
務
省
令
第
四
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
地
方
財
政
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
三
年
政
令
第
二
百
六
十
七
号
）
の
項
中
「
第
四
十
一
条
」
を
「
第
五
十
条
」
に
改

め
る
。

（
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
三
条

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
二
十
年
総
務
省
令
第
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
第
三
号
中
「
第
十
九
条
第
一
項
第
二
号
」
を
「
第
十
五
条
第
一
項
第
二
号
」
に
改
め
る
。

第
六
条
第
一
項
第
二
号
中
「第

1
9
条

第
1
項

第
1
号

」
を
「第

1
5
条

第
1
項

第
1
号

」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「第

2
0
条

第
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1
項

第
1
号

及
び

第
2
号

」
を
「第

1
6
条

第
1
項

第
1
号

及
び

第
2
号

」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
第
三
号
中
「
含
む
。
）
」
の
下
に

「
（
法
令
の
規
定
に
よ
り
総
務
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
に
届
出
を
し
て
起
こ
し
た
地
方
債
の
う
ち
協
議
を
受
け
た
な
ら
ば

同
意
を
す
る
こ
と
と
な
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
を
含
む
。
）
」
を
加
え
る
。

第
九
条
第
一
号
イ
中
「
協
議
」
を
「
協
議
若
し
く
は
届
出
」
に
改
め
る
。

第
十
七
条
第
一
号
中
「
（
次
号
に
お
い
て
「
同
意
等
」
と
い
う
。
）
」
を
削
り
、
「
発
行
し
た
地
方
債
」
の
下
に
「
（
地

方
財
政
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
号
）
第
五
条
の
三
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
て
発
行
し
た
地
方
債
の
う
ち

協
議
を
受
け
た
な
ら
ば
同
意
を
す
る
こ
と
と
な
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
を
含
む
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
を
加
え
、
「

当
該
同
意
等
」
を
「
当
該
同
意
若
し
く
は
届
出
又
は
許
可
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
中
「
同
意
等
を
」
を
「
同
意
又
は
許
可

を
」
に
、
「
及
び
同
意
等
」
を
「
及
び
同
意
若
し
く
は
届
出
又
は
許
可
」
に
改
め
る
。

第
二
十
一
条
第
二
項
中
「
第
十
六
条
」
を
「
第
三
十
一
条
」
に
、
「
第
十
条
」
を
「
第
十
四
条
の
二
」
に
改
め
る
。

別
記
第

号
様
式
備
考
８
中
「
起
債
協
議
書
の
写
し
」
の
次
に
「
、
既
届
出
債
の
起
債
届
出
書
の
写
し
」
を
加
え
る
。

11

別
記
第

号
様
式
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

12

（
総
務
省
組
織
規
則
の
一
部
改
正
）
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第
四
条

総
務
省
組
織
規
則
（
平
成
十
三
年
総
務
省
令
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
十
条
の
二
第
二
項
並
び
に
第
三
十
一
条
第
二
項
第
一
号
及
び
第
四
項
第
一
号
中
「
許
可
」
を
「
届
出
の
受
理
並
び
に

許
可
」
に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
省
令
は
、
地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
高
め
る
た
め
の
改
革
の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関

す
る
法
律
附
則
第
一
条
第
六
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
四
年
二
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条

第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
地
方
債
に
関
す
る
省
令
の
規
定
は
、
平
成
二
十
四
年
度
の
地
方
債
か
ら
適
用
し
、

平
成
二
十
三
年
度
以
前
の
年
度
の
地
方
債
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。


